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都立新宿 山吹 高等 学校通信  

   令 和６ 年度 第 12号   

   【 令和 ７ 年 ２月６日 】  

    新 宿 山 吹 だよりは、保 護 者 の皆 さんにも読 んでもらって下 さい。  

人 生 を 「 芸 術 作 品 」 の よ う に 創 造 す る  
    

校  長   永浜  裕之   
 

自 分 の 意 志 で ノ ー ベ ル 賞 を 辞 退 し た 最 初 の 人 物 「ジャン・ポール・サルトル」 は 、  

「 私 た ち は ど の よ う に 生 き る べ き か ？ 」 の 問 い に 応 え た 実 存 主 義 の 哲 学 者 で す 。 そ の 問

い の 答 え と し て「アンガージュマンせよ」 と 述 べ て い ま す 。「主体的にコミットせよ」

と い う 意 味 で す 。  

 

コ ミ ッ ト す る 対 象 は 二 つ あ り 、 一 つ は 「私たち自身の行動」で す 。 現 代 の 民 主 主 義 社

会 に 生 き る 私 た ち は 、 自 分 の 行 動 を 主 体 的 に 選 択 す る 権 利 が 与 え ら れ て い ま す 。 そ の よ

う な 社 会 で は 行 動 や 選 択 は 自 由 で あ り 、 「 何 を す る の か ／ し な い の か 」 と い う 意 思 決 定

に つ い て 自 分 で 責 任 を 取 る 必 要 が あ り ま す 。 サ ル ト ル は 、 「 自 由 は と て も 重 た い も の 」

で あ り 、「人間は自由の刑に処せられている」 と 言 っ て い ま す 。  

 

コ ミ ッ ト す る 対 象 の 二 つ 目 は 「世界 」 で す 。 サ ル ト ル に よ れ ば 、 私 た ち は 自 分 の 能 力 や

時 間 を 使 っ て 「 企 て 」 を 実 現 し よ う と し て お り 、 人 生 で 起 き る こ と は 全 て 、 そ の 「 企 て 」

の 一 部 と し て 引 き 受 け ね ば な ら な い と し て い ま す 。 彼 は 「人 の一生の うち に『偶 発事件』

などは存 在し えない 」 と 言 い 、 例 と し て 「 戦 争 」 を あ げ て い ま す 。  

 

「戦争を 、人 生の外 側からや って きた事 件のよう に考 えるの は誤り」 、「 その『 戦争』

は『私の 戦争 』にな らなけれ ばな らない 、何故な ら私 は、反 戦運動に 身を 投じる ことも、

兵役拒否 をし て逃走 すること もで きたは ずなのに それ らをせ ず、世間 体を 気にし て、ある

いは単な る臆 病さか ら、ある いは 家族や 国家を守 りた いとい う主体的 な意 志によ って、こ

の戦争を 「受 け入れ た」から です 。」、 「あらゆ るこ とが可 能である のに 、それ を せ ず に

受け入れ た以 上、そ れは 私 の 選択 である 」 と 指 摘 し て い ま す 。  

 

私 た ち は 、 外 側 の 現 実 と 自 分 を 、 二 つ の 別 の も の と し て 考 え る 癖 が あ り ま す が 、 サ ル ト

ル は そ の 考 え 方 を 否 定 し 、 外 側 の 現 実 は 私 た ち の 働 き か け （ な い し は 働 き か け の 欠 如 ） に

よ っ て 、 「 そ の よ う な 現 実 」 に な っ て お り 、 外 側の 現実は 「 私の一部 」で あり、 両者は切

り離すこ とが できな い と 言 っ て い ま す 。 ゆ え に 、 その現 実を 「自分ご と」 として 主体的に

良いもの にし ようと する態度 ＝ア ンガー ジュマン が重 要 に な り ま す 。  

 

サ ル ト ル は 、 「 私 た ち は 自 分 の 存 在 と 自 由 を し っ か り と 認 識 し た う え で 、 そ の 価 値 を 認

め る こ と が 目 標 で あ る に も か か わ ら ず 、 多 く の 人 は そ の 自 由 を 行 使 す る こ と な く 、 社 会 や

組 織 か ら 命 ぜ ら れ た ま ま に 行 動 す る 「 ク ソ マ ジ メ な 精 神 」 を 発 揮 し て い る と 指 摘 し ま す 。  

 

い わ ゆ る 成 功 は 、 社 会 や 組 織 の 命 じ る ま ま に 行 動 し て 成 果 を 上 げ 、 出 世 す る こ と だ と 考

え る 人 は 多 い の で す が 、 サ ル ト ル は 「そ んなもの は何 ら重要 ではない 」 と 断 定 し ま す 。  

「 社 会 や 組 織 が 望 ま し い と 考 え る こ と を 実 現 す る こ と で は な く 、 自 分 自 身 が 主 体 的 に 決

定 す る こ と が 重 要 で あ る 」 と し て い ま す 。  

 

サ ル ト ル の 指 摘 は 、 現 代 ア ー テ ィ ス ト 「 ヨーゼフ ・ボ イス」 が 唱 え る 「 社会 彫刻 」 と い

う コ ン セ プ ト に 重 な っ て 見 え ま す 。  

ボ イ ス は 「私た ちは 『 世 界 』 とい う作品 の制作に 集合 的に関 わるアー ティ ストで あり、

であるか らこ そ、こ の世界を どの ように したいか とい うビジ ョンを持 って 、毎日 の生活を

送 る べ き であ る 」 と 述 べ て い ま す 。  

 

サ ル ト ル は 、 目 の 前 の 組 織 や 社 会 か ら 突 き 付 け ら れ る モ ノ サ シ に よ っ て 自 己 欺 瞞 に 陥 る

こ と な く 、 「 自分 自 身の人生 を 『 芸術作 品 』 のよ うに 完全な 自由から 創造 する 」 こ と で 、

自 分 の 可 能 性 に 気 付 く こ と が で き る と 述 べ て い ま す 。  

 



 

新しいタイプの通信制課程を目指して  
-高校生の 11人に 1人が通信制高校に通う時代 - 

「好きを学ぶ、自由に学ぶ、未来のために学ぶ」  

 

 「 新 宿 山 吹 の 通 信 制 課 程 で 学 び た い 」 と い う 希 望 を 持 つ 生 徒 の 願 い を 叶 え る た め 、 令 和

７ 年 ４ 月 ４ 日 実 施 の 入 学 者 選 抜 で は 、 １ 学 年 相 当 の 募 集 人 数 を 従 来 の ５ ０ 名 → ８ ０ 名 と 、

３ ０ 名 増 や し ま す 。 さ ら に 、 新 し い タ イ プ の 通 信 制 課 程 に 生 ま れ 変 わ る た め に 、 以 下 の 取

組 を 計 画 し て い ま す 。 条 件 が そ ろ え ば 、 卒 業 単 位 と し て 認 定 す る こ と も 考 え て い ま す 。  

 

１  デ ジタルの 活用 による学 び の サポー ト （ 全 員 対象 ）  令 和７年度 のイ メージ  

卒 業 に 向 け て 、 生 徒 の 学 習 計 画 ・ 学 習 時 間 を デ ジ  

タ ル で 記 録 し 、 生 徒 の 学 習 状 況 を 教 員 が 把 握 し な が  

ら 、 自 学 自 習 を 支 援 し ま す 。 さ ら に 、 基 礎 か ら 大 学  

受 験 ま で を 網 羅 し た 学 習 ア プ リ を 無 料 提 供 し 、 生 徒  

が 自 ら 学 び に 向 か う 環 境 を 整 備 し ま す 。  

 

２  探究 コー ス （ 希 望者のみ 対象 ）  

進 路 指 導 の 一 環 と し て 、 探 究 活 動 を 支 援 し ま す 。  

希 望 者 が 自 由 に 、 そ れ ぞ れ の 「 好 き を 伸 ば す 」 講 座  

で す 。 自 分 自 身 が 興 味 ・ 関 心 の あ る 物 事 に つ い て 探 究 す る こ と が 、 将 来 的 に は 、 よ り 自 分

に あ っ た 進 路 選 択 を 可 能 能 に す る と 考 え て い ま す 。 今 や 約 半 数 の 大 学 が 用 い て い る 、 総 合

型 選 抜 や 学 校 推 薦 型 選 抜 や 、 就 職 活 動 に 向 け て の 学 び を 支 援 し ま す 。  

 

３  Ｄ Ｘ コー ス （ 希 望者のみ 対象 ）  専 門学校等 と連 携した デジタル 教育  

文 部 科 学 省 よ り Ｄ Ｘ ハ イ ス ク ー ル の 指 定 を 受 け 、 高 性 能 パ ソ コ ン を 備 え た 「 Yama buki 

D i d i t a l  L a b o」 を 新 設 し 、 生 徒 の 情 報 関 連 技 術 の 習 得 ・ ス キ ル ア ッ プ に 取 り 組 ん で い ま

す 。 令 和 ７ 年 度 は さ ら に 進 化 さ せ 、 専 門 学 校 ・ 委 託 事 業 者 等 と 連 携 し て 「 イ ラ ス ト 作 成 」

「 プ ロ グ ラ ミ ン グ 」 等 、 Ｄ Ｘ 関 連 講 座 を 開 講 し ま す 。  

 

４  グロ ーバ ル人材 育成コー ス （ 希望者 のみ 対象 ） 「 英語」 に関する 検定 合格支 援  

 専 門 の 講 師 や 英 語 科 教 員 に よ る 、 英 語 検 定 合 格 に 向 け た 講 座 を 開 講 し ま す 。 令 和 ６ 年 度

は 東 京 都 教 育 委 員 会 の グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 施 策 の 一 環 で あ る 「 海 外 派 遣 研 修 」 に 、 ４ 名 の

生 徒 が 参 加 し ま し た 。 今 後 も 機 会 が あ れ ば 、 生 徒 を 派 遣 し た い と 考 え て い ま す 。  

 

日 本 と ヨ ル ダ ン か ら 持 続 可 能 な 社 会 へ  引 率 者  新 村 久 瑛  

 令 和 ７ 年 １ 月 ７ 日 （ 火 ） ～ １ 月 1 4日 （ 火 ） の ８ 日 間 、 東 京 都 教 育 委 員 会

が 主 催 す る 多 文 化 共 生 海 外 派 遣 研 修 （ ヨ ル ダ ン ） に 参 加 し ま し た 。  

半 年 以 上 、 事 前 学 習 の 研 究 を 行 い 、 実 際 に 現 地 で 確 か め る こ と が で き

ま し た 。 在 ア ン マ ン 日 本 大 使 館 ・ 皇 太 子 基 金 ・ J I C Aヨ ル ダ ン 事 務 所 等

を 訪 問 し 職 員 の 方 々 か ら 仕 事 の や り が い や 将 来 の 目 標 に つ い て お 話 を 聞

い た り 、 ペ ト ラ 遺 跡 を 視 察 し ヨ ル ダ ン の 歴 史 を 学 ん だ り し ま し た 。 現 地

の 中 高 一 貫 校 で あ る K i n g s  A c a d e m yで は 研 究 テ ー マ に つ い て 発 表 し 、 生

徒 た ち と 英 語 で 積 極 的 に 交 流 す る な ど 成 長 し た 姿 も 見 ら れ ま し た 。 引 率

者 と し て 、 生 徒 た ち の 異 文 化 共 生 へ の 理 解 や 夢 の 実 現 へ の 思 い が よ り 深

ま っ た こ と を 実 感 し て い ま す 。  

 

定 時 制 課 程  学 校 行 事 予 定  

２ 月 1 9日 （ 水 ） 午 前 授 業  ※ 午 後 入 選 準 備  

  2 0日 （ 木 ） ２ 学 年 相 当 以 上 入 学 者 選 抜  

  2 1日 （ 金 ） １ 学 年 相 当 入 学 者 選 抜  

  2 5日 （ 火 ） 後 期 期 末 考 査  * 3月 1日 ま で  

通 信 制 課 程  学 校 行 事 予 定  

２ 月 ８ 日 （ 土 ） 後 期 試 験 － ２  

  1 5日 （ 土 ） 後 期 試 験 － ３  

  2 2日 （ 土 ） 生 徒 相 談 日  

３ 月 １ 日 （ 土 ） 生 徒 相 談 日  

全員が必須 希望者のみ
　

探究コース

+ 　DXコース

定期試験
　グローバル人材

育成コース

卒業に必須 選んでも、選ばなくても良い

複数選んでも良い

レポート課題提出

面接指導

（スクーリング）

卒業   　 +  　   α


